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農ᐙᡞ数の減少に伴い、ᢸいᡭ࡬の農地が㞟⣙さ１、ࢀᡞ当たり⤒Ⴀ面積はᖺࠎ
増加しています。㝈らࢀた労働ຊで拡大した面積を⥔ᣢするため、┬ຊ໬栽培技
術が㛤Ⓨさࢀ普及し࠶ࡘࡘります。

「水✄┬ຊ໬栽培のポ࢖ント」は、㏻ᖖの移植栽培で᭱も労ຊが必要とする、
は種～移植作業の省力化栽培技術の≉ᚩと␃ពⅬにࡘいて⤂௓します。
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図２　苗立率と播種量（えみまる栽培技術資料 Vol2）

図１　播種後の再入水時期と収量の関係
　　　（えみまる栽培技術資料 Vol3）

表２　「えみまる」の追肥要否判定基準
　　　（R5　指導参考より）

写真１　乗用の専用播種機 写真２　ドローンによる播種

１．湛水直播栽培
技術の特徴
● 湛水直播栽培は、育苗作業が不要であり、栽培管理が移植栽培と類似していることから、水
稲栽培を主体とする農業者が規模拡大を図る際の有効な選択肢の一つです。

● 移植栽培と同様にほ場へ水を
張り、代かきを行ってほ場を
準備します。

● これまで専用播種機などで播
種作業が行われていましたが、
近年ではドローンによる播種
に取組む人も増えています（写
真１、２）。

● 施肥量は移植栽培と同様です
（表１）。
● 栽培のポイントとして、播種時の土壌条件
（適正な播種深度と苗立ちの確保）と落水時
期の良否が生育に大きく影響します。長期
間の落水により窒素成分が流亡するため肥
効が低下します（図１）。

● 追肥の必要性を茎数と葉色で判断
します（表２）。

● 倒伏すると減収に繋がるため、出穂期より前に草丈が85cm以上を越える場合は倒伏軽減剤を

使用します。
● ㎡当たり150本の苗立ち本数を確保する事が、収量目標540kg/10aを確保するのに必要な目安

となります。

　苗立ち本数150本/㎡を確保

するための播種量は300粒/

㎡となります。そのため、

「えみまる」では重量換算

で9kg/10aが必要となります

（苗立ちの良否で調整は必

要です）。

留意点
□タンパク仕分けを実施しない業務用米（または飼料用米）の栽培を推奨します。

□ほ場の準備が苗立ちに大きく影響します。

□初期生育が不良であれば収量性も低下しやすくなります。

□雑草が発生しやすくなりますので、移植栽培ほ場との定期的なローテーションを推奨します。

表１　窒素標準施肥量　＊目標収量 540kg/10a
　（R5 指導参考より）
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２．乾田直播栽培
技術の特徴
● 乾田直播は、畑状態の水田に直接種籾を播いて稲を育てる栽
培法です（写真１）。

● 育苗、代掻き、移植は不要となるため、労力の削減につなが
ります（図１）。

● 春先の農作業が分散されるため、労働競合の軽減や作付面積
の拡大が可能となります（表１）。

留意点
□初期生育の悪い地帯や融雪の遅い地域では、不十分な苗立ち性と生育遅延による収量・品質
の低下が心配されます。導入に当たっては、初期生育の良い地帯をおすすめします。

□代かきを行わないので、減水深の大きな土壌には適しません。また、砕土率を高めて精度良

く播種するためには、可能な限りほ場を乾かすことが大切です。

□安全内出穂を確保するため、早生品種の作付けが基本となります（道南地域では中生品種の

利用が可能です）。

□農業機械の導入は高額になりやすく、農業経営を圧迫するおそれがあります。農業機械の共
同利用や畑作との共用を図り、低コストで生産性の高い稲作経営を進めることが重要です。

● 人力の農作業は比較的少なく、農業機械を組み合わせた作業体系がとられています（図３）。
● ほ場の透・排水性が改善されるため、畑作との輪作体系が組みやすくなります。
● これらの特長を背景に乾田直播の導入は進んでおり、近年では栽培面積が大幅に増加してい
ます（図２）。

砕土整地（パワーハロー）均平（レーザーレベラ） 播種（ドリルシーダ）� 鎮圧（ケンブリッジローラ）

図３　播種床造成～播種までの作業体系�

写真１　乾田直播の苗立状況
　　　　（令和７年６月５日撮影）

図２　乾田直播の栽培面積（全道）
道農政部技術普及課調べ
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北海道農業生産技術体系（第６版）より
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図１　労働時間（育苗管理～本田管理）
北海道農業生産技術体系（第６版）
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３．高密度播種栽培①（高密度播種中苗〔密播中苗〕）

留意点
□北海道農産協会が毎年発行している「水稲播種・育苗のポイント」を参考に、当年使用する
種籾の粒厚等を把握して播種機の播種量調整を必ず実施しましょう。

□播種量が慣行の２倍となるため、追肥の窒素量は慣行の倍量を施用します (１回あたり窒素

２g/ 箱　施用時期：１回目…1.0 ～ 1.5 葉期、２回目…2.0 ～ 2.5 葉期 )。

□播種量が多いため、移植時における苗のかきとり量を減らす必要があります。

　(横送り 26 回、縦取り 9mm を目安に設定 )

□植物成長調整剤 (ウニコナゾール P液剤 )は、登録ラベルに従って処理します。

□発芽時に覆土の持ち上がりが多いため、粒状の人工培土を推奨します。

□覆土の持ち上がりが多い場合は、出芽直後に覆土落としを適宜行いましょう。

□移植時の苗は乾物量がやや小さいため、低温気象下での移植は避けましょう。

□初期分げつが不足すると、慣行中苗箱マット苗より収量が劣りやすいため、初期生育の確保
に努めましょう。

図２　密播中苗方式による育苗箱数の削減程度
　　　（H31　指導参考事項を基に作成）

図１　浸種～播種まで（密播中苗方式）

図３　苗形質の比較（慣行中苗：100 とした）

　　　（H31　指導参考事項を基に作成）

図４　収量・品質の比較（慣行中苗：100 とした）

　　　（H31　指導参考事項を基に作成）

写真１　移植時の苗姿
（左：密播中苗、右：慣行中苗）
（R６ 後志農業改良普及センター）

技術の特徴
● 密播中苗は、植物成長調整剤を処理した種籾を箱あたり400mL播種し、30～35日程度の育苗日
数を目安に管理する育苗方法です (写真１、図１)。

● 本方式により移植時の苗箱数を削減できます ( 図２)。同じ水田面積に対し、より少ない苗箱
数とより少ない育苗面積で対応でき、苗箱の運搬作業も省力化が
図られます。

● 育苗箱の削減により、育苗に要する諸材料費 (ハウス・育苗資材 )
や農機具費 (育苗箱の減価償却費 )が低減できます。

● 本方法は、現在使用する中苗箱マット方式用の播種機と移植機で
対応できます (ただし各々の設定を変える必要あり )。

● 慣行の中苗箱マット方式より苗形質はやや劣りますが、出穂期の
遅れがなく、同等の収量・品質が期待できます (図３、４)。

慣行中苗高密短

浸種
水温11～12℃で５～６日間（平年の場合）
※登熟期間が高温で経過した年は、種子の休眠が深くな
るので、高温年産種子は浸種日数を２～３日延長する

植物成長
調整剤

・使用剤：ウニコナゾールP液剤
・目的：育苗期の徒長防止
・使用時期：催芽前の24時間浸漬処理
・希釈倍率： 250〜350倍
・籾と薬液の容量比は1:1以上

催芽
・温度と時間目安：30～32℃で20時間程度とする
・催芽程度：ハト胸～２mmまで

播種
・１箱あたり播種量：催芽籾400mL（乾籾の重量は200g程度）
・10a当たり箱数：18箱（25株/㎡の場合）
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４．高密度播種栽培②（高密度播種短期育苗〔高密短〕）

留意点
□㧗密▷は、専用の播種機及び移植機が必要です。対応機✀の導入ࢫࢥトを上ᅇる≀ᮦ㈝削減

やつᶍ拡大の効果がぢ㎸まࢀる場ྜに導入を᳨ウしましょう。

□高密短は生育遅延リスクがあるため、地域の導入可ྰにࡘいてはៅ㔜にุ᩿しましょう。

　（専用機の導入が難しい場合や生育遅延リスクが大きい地域は「密播中苗」を選択する）

□㧗密▷は、慣行୰苗や成苗と比࡭て苗がᑠさく、移植直後の気象条件の影響を受けやすいた
め、初期生育不良が生じやすいです。育苗期間୰の適ษな 度及びかࢇ水管理、移植ᚋの適

ษな水管理（ዲኳ時のὸ水管理、低 ࣭ᙉ㢼時の῝水管理）にດめましょう。

□「えみまる」は「ななつぼし」に比べて草丈が伸びやすいရ✀です。㧗 によるᚐ長ࣜࢫク

が࠶るため、品種特性とその年の気象条件に応じた育苗管理が求められます。

図１　10a 使用箱数の比㍑
　　　（R㸲普及推㐍事項 成⦼ᴫ要᭩を基に作成）

写真１　᧛✀量と移植時苗ጼの比㍑
　　　　（+30 Ώᓥ農業改良普及センター）

技術の特徴
● 㧗密度᧛✀▷期育苗（「㧗密▷」）とは、✀籾１箱࠶たり500～
600P/᧛✀（ദⱆ籾)し、育苗期間を15～20᪥程度として移植する
栽培法です（写真１)。

● 本方ᘧにより移植時の
苗箱数を大ᖜに削減で
きるため、育苗面積が
㝈らࢀる条௳でも対応
できます（図１）。また、
᪤Ꮡの育苗施設を利用
して作付面積の拡大が
図ࢀます。

● 苗箱数が1/2௨下となり、労働時間、㈨ᮦ量、≀
ᮦ㈝を削減できます（図２）。

● 管理作業࣭時間の削減によりこࢀまで育苗管理
に㈝やしていた時間を別作業に振り分けること
ができます。

● 慣行の୰苗よりもⴥ㱋がᑠさい苗を移植するの
で出穂期は⣙㸳᪥㐜ࢀますが、成⇍期の生育量
は慣行とྠ等です（写真２、図３）。

● 㧗密▷の導入適地でࡤࢀ࠶、収量࣭ရ㉁は慣行
とྠ等です (図㸲)。

● 地域のẼ㇟条௳により、生育㐜ᘏに伴うရ㉁低下のࣜࢫク（ア࣑ࣟーྵࢫ᭷⋡の増加）が᝿
定さࢀるため、「ࡳ࠼まる」のような早生ရ✀を導入することでࣜࢫクを低減できます。

図２　㧗密▷による削減効果（使用箱数、労働時間）
　　ࠝ ⌧地導入事౛ （ࠞ2022 ᖺ 3 ᭶道総◊パンࣞࣇットよりᘬ用）�

写真２　出穂期の㐪い
　　　　（R６ ᚋᚿ農業改良普及センター）

図３　穂数の比㍑（慣行୰苗：100 とした）

　　　（R㸲普及推㐍事項 成⦼ᴫ要᭩を基に作成）

図㸲　収量࣭ရ㉁の比（慣行୰苗：100 とした） 　

　　　（R㸲普及推㐍事項 成⦼ᴫ要᭩を基に作成）
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５．成苗疎植栽培
技術の特徴
● 疎植栽培は、植付け株間を広げることで単位面積当たりの使用育苗箱数を削減させる栽培方
法で、育苗面積を増やさずに作付面積の拡大が可能です（表１）。

● 育苗管理や移植時の単位面積当たりの労働時間が削減できます（図１）。
● 移植時の株間は、移植機の設定変更、植付部のギア交換などにより、容易に変更可能です
（写真１）。

留意点
□タンパク質含有率が高まります。タンパク仕分けを実施しない業務用米や飼料用米の栽培を
推奨します。

□初期生育が顕著に低下します。適期内早期移植、側条施肥の活用により初期生育を確保してく
ださい。

□極端な疎植は減収を招きます。栽植密度は株間 20 ㎝（15.2 株 / ㎡）程度までとします。
□生育がばらつき、出穂期や成熟期が遅くなります。
□窒素施肥の増肥は、稈長の伸長に伴う倒伏発生リスクが増加します。
□外観品質が低下しやすくなります。上位等級で出荷するためには、色彩選別機などの利用に
より、きめ細かな調製作業が必要です。

● 疎植により光環境が改善し、
１株当たり穂数、一穂籾数は
増加しますが、㎡当たり穂数、
籾数は減少し、収量が低下し
やすくなります（図２）。

● 疎植栽培は、窒素施肥量の増
肥（施肥標準 +Ｎ２～３㎏ /10
ａ）により、収量確保が可能
になります（表２、図２､３）。

表１　成苗ポット疎植栽培による育苗箱
　　　削減効果

株間 栽植密度

（㎝） （株/㎡） （箱/10ａ） 対比 対比

13
15
20

使用育苗箱：448穴型

必要苗箱数

23.3
20.2
15.2

52.0
45.1
33.9

(100)
87
65

(100)
75

図１　労働時間（育苗管理～移植）
　株間：慣行 13 ㎝、疎植 20 ㎝

　北海道農業生産技術体系（第６版）より試算
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写真１　移植機の株間設定画面
(RXG-800)�

表２　「そらきらり」の目標収量に対応した生育指標　　　Ｒ６指導参考事項�

図２　疎植 +多肥による増収効果（はくちょうもち）
　　　（Ｒ６上川農業改良普及センター名寄支所）

基準

収量 収量 総籾数 穂数 幼形期茎数

(㎏/10a) (㎏/10a) (千粒/㎡) (本/㎡) (本/㎡)

目標収量 570 740 36.5-39.1 576 435
　基準収量比130% 540 700 34.8-37.2 548 403
Ｎ施肥量 510 660 33.0-35.3 520 374

480 620 31.2-33.4 492 346
栽植密度 450 590 29.9-32.0 471 328
　15.2株/㎡（株間20㎝） 420 550 28.1-30.1 443 305

施肥標準＋N2～3㎏/10ａ

目標
目標収量水準および

推奨する栽培方法

644
609

563

672

607

500
550
600
650
700

(100) 95 87 104 94
13㎝ 20㎝ 26㎝ 20㎝ 26㎝

標肥 多肥

収
量
（

㎏
/
1
0
ａ
）

Ｎ施肥(㎏/10a)：標肥10.5､多肥13.6

株間

収量比

695 

751 

710 

768 

650

700

750

800

122 132 125 135
15㎝ 20㎝ 13㎝ 17㎝

標肥 多肥 標肥 多肥

収
量
（
㎏
/
1
0ａ

）

株間

Ｎ施肥多肥は標肥＋Ｎ２㎏/10ａ

基準収量比

基準収量：570㎏/10ａ

ほ場１ ほ場2

図３　疎植 +多肥による増収効果（そらきらり）
　　　（Ｒ７革新的技術導入による地域支援：上川農試）�

(執筆者 : 北海道農政部生産振興局技術普及課)�
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